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１．2026年３月期第１四半期の連結業績（2025年４月１日～2025年６月30日）

（１）連結経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2026年３月期第１四半期 4,486 6.9 117 △17.1 146 △12.9 82 △28.8

2025年３月期第１四半期 4,195 12.2 141 425.6 168 340.6 115 403.9
(注)包括利益 2026年３月期第１四半期 78百万円(△34.0％) 2025年３月期第１四半期 118百万円( 267.5％)

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2026年３月期第１四半期 28.97 －

2025年３月期第１四半期 40.72 －

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2026年３月期第１四半期 11,869 4,332 36.5

2025年３月期 12,161 4,510 37.1
(参考) 自己資本 2026年３月期第１四半期 4,332百万円 2025年３月期 4,510百万円

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2025年３月期 － 0.00 － 90.00 90.00

2026年３月期 －

2026年３月期(予想) 0.00 － 110.00 110.00
(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

３．2026年３月期の連結業績予想（2025年４月１日～2026年３月31日）

(％表示は、対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 21,000 9.9 1,560 11.8 1,570 9.1 1,130 2.2 400.40
(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無



※ 注記事項

（１）当四半期連結累計期間における連結範囲の重要な変更 ： 無

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 2026年３月期１Ｑ 3,000,000株 2025年３月期 3,000,000株

② 期末自己株式数 2026年３月期１Ｑ 155,058株 2025年３月期 155,058株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2026年３月期１Ｑ 2,844,942株 2025年３月期１Ｑ 2,841,922株

※ 添付される四半期連結財務諸表に対する公認会計士又は
監査法人によるレビュー

： 無

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
（将来に関する記述等についてのご注意）
１．本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的である
と判断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予
想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項につきましては、添付資料Ｐ．３「１．当四半期
決算に関する定性的情報（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧下さい。
２．決算補足説明資料は、2025年８月８日（金）に当社ホームページに掲載いたします。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当社グループの主力である情報サービス事業においては、国際情勢の不透明感や物価上昇といった景気の下振れ

リスクを伴うものの、好業績や人手不足を背景とした企業の設備投資意欲は継続しており、各企業はデジタルトラ

ンスフォーメーション（ＤＸ）を推進し、クラウドやＡＩなど先進技術を含め、ＩＴ投資もこれまでどおりに展開

していくものと考えております。

2025中期経営計画の最終年度である2026年３月期においても、国内外の経済情勢を注視しながらお客様のＩＴ投資

動向を綿密に精査し、経営ビジョンである「徹底した現場力の向上による収益構造の改革」を着実に推進してまいり

ます。具体的には、システム開発、ＨＣＭサービス、クラウドサービスの各領域における受注拡大と収益性向上に尽

力するとともに、成長分野であるＡＩ技術の研究開発投資や、最も貴重な財産である従業員への投資を戦略的に推進

することで、企業価値の向上はもちろん、お客様のＤＸ推進支援を通じた社会課題の解決に寄与してまいります。

物流事業においては、特にトラック輸送に関して、燃料等の高止まり、2024年問題、人財不足など様々な課題が

厳しさを増しており、課題への対応の巧拙により企業の生き残りが問われる情勢になってまいりました。

働きやすくやりがいのある職場づくりというビジョンを掲げ、人的資本への先行投資、待遇改善を行うとともに、シス

テム導入等によるＤＸ化を推進することで各業務のフォロー体制の構築を目指し、人財の定着につなげてまいります。

このような状況のもと、当社グループの売上高は44億86百万円（前年同四半期比6.9％増）、売上総利益は10億84百万

円(前年同四半期比15.8％増）、営業利益は１億17百万円（前年同四半期比17.1％減）、経常利益は１億46百万円（前年

同四半期比12.9％減）、親会社株主に帰属する四半期純利益は82百万円（前年同四半期比28.8％減）となりました。

セグメントごとの経営成績は次のとおりであります。

①情報サービス事業

売上高は、システム開発、ＨＣＭサービス、クラウドサービスの各領域において、堅調なＩＴ投資需要を背景

に当社が提供するサービスが好調に推移したことに加え、前年度第３四半期に連結子会社化した株式会社インタ

ークエストの増加分が寄与いたしました。

以上の結果、売上高は35億89百万円（前年同四半期比7.7％増）となりました。

セグメント利益は、ベースアップ等による人件費や採用・教育関連費用といった人財投資の先行負担に対して、増収

効果、ＨＣＭサービス、クラウドサービスでの生産性向上および諸経費の効率化により利益水準の確保を図りました。

以上の結果、セグメント利益は５億10百万円（前年同四半期比12.4％増）となりました。

②物流事業

売上高は、倉庫、港運、陸運の各事業において取扱い数量の増加、スポット貨物の獲得等により、増収となりました。

以上の結果、売上高は８億97百万円（前年同四半期比3.8％増）となりました。

セグメント利益は、港運事業における荷扱延期および新規機器の償却開始等の影響により減益となった一方で、

倉庫・陸運事業での、収益改善施策や業務効率化の効果により、待遇改善に伴う人件費増加を吸収いたしました。

以上の結果、セグメント利益は前年四半期並みの１億86百万円（前年同四半期比1.2％減）となりました。



鈴与シンワート株式会社(9360) 2026年３月期 第１四半期決算短信

3

（２）財政状態に関する説明

（資産）

流動資産は、前連結会計年度末に比べて４億29百万円減少し、54億78百万円となりました。これは主として、現

金及び預金の減少31百万円、受取手形及び売掛金の減少８億75百万円と仕掛品の増加３億36百万円によるものであ

ります。

固定資産は、前連結会計年度末に比べて１億37百万円増加し、63億90百万円となりました。これは主として、建物及

び構築物の減少27百万円、ソフトウエアの減少26百万円と繰延税金資産の増加98百万円によるものであります。

この結果、総資産は、前連結会計年度末に比べて２億92百万円減少し、118億69百万円となりました。

（負債）

流動負債は、前連結会計年度末に比べて16百万円増加し、40億４百万円となりました。これは主として、短期借

入金の減少３億円、未払法人税等の減少82百万円と賞与引当金の増加４億13百万円によるものであります。

固定負債は、前連結会計年度末に比べて１億31百万円減少し、35億32百万円となりました。これは主として、長

期借入金の減少95百万円とリース債務の減少39百万円によるものであります。

（純資産）

純資産合計は、前連結会計年度末に比べて１億77百万円減少し、43億32百万円となりました。これは主に、配当

金支払に伴う利益剰余金２億56百万円の減少により、利益剰余金は１億73百万円減少いたしました。

なお、当社グループとしましては、2025中期経営計画で掲げた経営ビジョン「徹底した現場力の向上による収益

構造の改革」を具現化するとともに、資本効率を意識した健全かつ強固な財務基盤の構築を図り、持続的な企業価

値の拡大に努めております。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

2026年３月期の連結業績予想につきましては、2025年５月14日に公表いたしました連結業績予想に変更はござい

ません。第１四半期の業績は、当初計画より前倒しで進捗しておりますが、当社グループの主力事業である情報サ

ービス事業の特性上、下半期に重点を置いた計画となっております。引き続き事業環境の変化や事業の進捗状況に

十分注意しながら、通期業績予想の見直しが必要と判断した場合には、速やかに開示いたします。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(2025年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2025年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,985 1,953

受取手形及び売掛金 3,023 2,147

仕掛品 265 601

その他 633 775

貸倒引当金 △0 △0

流動資産合計 5,908 5,478

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 698 670

工具、器具及び備品（純額） 419 443

土地 2,473 2,473

その他（純額） 787 727

有形固定資産合計 4,379 4,315

無形固定資産

ソフトウエア 163 137

のれん 10 8

その他 153 196

無形固定資産合計 327 342

投資その他の資産

投資有価証券 308 307

繰延税金資産 949 1,047

その他 307 395

貸倒引当金 △17 △17

投資その他の資産合計 1,547 1,732

固定資産合計 6,253 6,390

資産合計 12,161 11,869



鈴与シンワート株式会社(9360) 2026年３月期 第１四半期決算短信

5

(単位：百万円)

前連結会計年度
(2025年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2025年６月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 858 807

短期借入金 300 -

1年内返済予定の長期借入金 392 389

リース債務 145 137

未払法人税等 282 200

賞与引当金 771 1,185

受注損失引当金 21 2

その他 1,215 1,281

流動負債合計 3,987 4,004

固定負債

長期借入金 560 465

リース債務 610 570

再評価に係る繰延税金負債 176 176

役員退職慰労引当金 31 25

退職給付に係る負債 2,079 2,112

その他 206 182

固定負債合計 3,664 3,532

負債合計 7,651 7,536

純資産の部

株主資本

資本金 802 802

資本剰余金 185 185

利益剰余金 3,449 3,275

自己株式 △236 △236

株主資本合計 4,199 4,026

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 60 56

土地再評価差額金 243 243

退職給付に係る調整累計額 6 6

その他の包括利益累計額合計 310 306

純資産合計 4,510 4,332

負債純資産合計 12,161 11,869
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第１四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第１四半期連結累計期間

(自 2024年４月１日
至 2024年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 2025年４月１日
至 2025年６月30日)

売上高 4,195 4,486

売上原価 3,259 3,401

売上総利益 936 1,084

販売費及び一般管理費 795 967

営業利益 141 117

営業外収益

受取利息 0 0

受取配当金 9 12

持分法による投資利益 13 4

経営指導料 4 -

受取賃貸料 4 4

その他 3 14

営業外収益合計 35 36

営業外費用

支払利息 7 6

その他 1 1

営業外費用合計 8 7

経常利益 168 146

税金等調整前四半期純利益 168 146

法人税等 52 64

四半期純利益 115 82

親会社株主に帰属する四半期純利益 115 82
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四半期連結包括利益計算書

第１四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第１四半期連結累計期間

(自 2024年４月１日
至 2024年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 2025年４月１日
至 2025年６月30日)

四半期純利益 115 82

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 3 △3

退職給付に係る調整額 △0 △0

その他の包括利益合計 2 △4

四半期包括利益 118 78

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 118 78
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

Ⅰ 前第１四半期連結累計期間（自 2024年４月１日 至 2024年６月30日）

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

2024年６月27日
定時株主総会

普通株式 170 60.00 2024年３月31日 2024年６月28日 利益剰余金

２．基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会計期間の末日

後となるもの

該当事項はありません。

Ⅱ 当第１四半期連結累計期間（自 2025年４月１日 至 2025年６月30日）

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

2025年６月27日
定時株主総会

普通株式 256 90.00 2025年３月31日 2025年６月30日 利益剰余金

２．基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会計期間の末日

後となるもの

該当事項はありません。

（キャッシュ・フロー計算書に関する注記）

当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半

期連結累計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）及びのれんの償却額は、次

のとおりであります。

前第１四半期連結累計期間
(自 2024年４月１日
至 2024年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 2025年４月１日
至 2025年６月30日)

減価償却費 155 百万円 143 百万円

のれん償却額 1 百万円 1 百万円
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第１四半期連結累計期間（自 2024年４月１日 至 2024年６月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報並びに収益の分解情報

（単位：百万円）

報告セグメント
調整額
(注)１

四半期連結
損益計算書
計上額
(注)２

情報サービス
事業

物流事業 計

売上高

顧客との契約から生じる収益 3,331 864 4,195 － 4,195

その他の収益 － － － － －

外部顧客への売上高 3,331 864 4,195 － 4,195

セグメント間の内部売上高又は振替高 0 0 1 △1 －

計 3,332 864 4,197 △1 4,195

セグメント利益 454 188 643 △501 141

(注) １ セグメント利益の調整額△501百万円は、セグメント間取引消去５百万円と各報告セグメントに配分し

ていない一般管理費等の全社費用△503百万円が含まれております。

２ セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。

Ⅱ 当第１四半期連結累計期間（自 2025年４月１日 至 2025年６月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報並びに収益の分解情報

（単位：百万円）

報告セグメント
調整額
(注)１

四半期連結
損益計算書
計上額
(注)２

情報サービス
事業

物流事業 計

売上高

顧客との契約から生じる収益 3,589 897 4,486 － 4,486

その他の収益 － － － － －

外部顧客への売上高 3,589 897 4,486 － 4,486

セグメント間の内部売上高又は振替高 0 0 1 △1 －

計 3,590 897 4,487 △1 4,486

セグメント利益 510 186 697 △580 117

(注) １ セグメント利益の調整額△580百万円は、セグメント間取引消去０百万円と各報告セグメントに配分し

ていない一般管理費等の全社費用△581百万円が含まれております。

２ セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。
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（重要な後発事象）

（吸収分割(簡易吸収分割)による事業承継）

当社は、2025年７月23日開催の取締役会において、2025年10月１日を効力発生日として、当社の完全子会社で

ある株式会社インタークエストのプロダクト販売に関する事業を会社分割（簡易吸収分割）により当社が承継す

ること（以下、「本会社分割」といいます。）を決議いたしました。概要は以下のとおりですが、詳細につきま

しては、2025年７月23日公表の「会社分割（簡易吸収分割）に関するお知らせ」をご参照ください。

１．本会社分割の目的

当社グループは、変化の著しい情報サービス業界において、お客様のＤＸ推進に伴う多様なニーズにお応えす

るため、多彩かつ高度なソリューションを提供し、事業の拡大と強化に取り組んでおります。本会社分割により、

当社は、株式会社インタークエストが自社開発・提供する予約システム「リザエン」及びクラウド型フォーム作

成ツール「IQ-FORM」等のプロダクトの販売・カスタマイズ事業を承継いたします。これにより、グループ内のク

ラウドサービス関連経営資源を集約し、意思決定の迅速化及び事業運営の効率化を図ることで、顧客満足度の向

上と事業基盤の一層の強化を目指します。

２．本会社分割の要旨

（１）本会社分割の日程

吸収分割承認取締役会決議日 2025年７月23日

吸収分割契約締結日 2025年７月23日

本会社分割の効力発生日 2025年10月１日

（注）本会社分割は、承継会社である当社においては、会社法第796条第２項の規定に基づく簡易吸収分割、

分割会社である株式会社インタークエストにおいては、会社法第784条第１項の規定に基づく略式分割

に該当するため、両社とも株主総会の承認を得ることなく、これを行うものであります。

（２）本会社分割の方式

当社を吸収分割承継会社とし、株式会社インタークエストを吸収分割会社とする吸収分割です。

（３）本会社分割に係る割当ての内容

本会社分割は、完全親子会社間において行われるため、本会社分割に際して株式の割り当て、その他金銭

等の対価の交付は行いません。

（４）本会社分割に伴う新株予約権及び新株予約権付社債に関する取扱い

株式会社インタークエストは、新株予約権及び新株予約権付社債は発行しておりません。

（５）本会社分割により増減する資本金

本会社分割による当社の資本金の増減はありません。

（６）承継会社が承継する権利義務

当社は、本会社分割の対象事業に係る資産、債務、契約上の地位及び雇用契約並びにこれらに付随する権

利義務を承継いたします。

（７）債務履行の見込み

本会社分割の効力発生日以降において、当社が負担すべき債務については、履行の見込みに問題ないもの

と判断しております。
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３．承継する事業部門の概要

（１）承継する部門の事業内容

株式会社インタークエストが自社開発・提供するプロダクトの販売・カスタマイズ事業

（２）承継する部門の経営成績

売上高 680百万円（2025年３月期）

（３）承継する資産、負債の項目及び金額

資産 負債

項 目 帳簿価額 項 目 帳簿価額

流動資産 359百万円 流動負債 96百万円

固定資産 104百万円 固定負債 0百万円

合 計 463百万円 合 計 96百万円

（注）上記金額は2025年３月31日時点の貸借対照表を基準として算出した見込額であり、実際に承継する金額
は異なります。

４．本会社分割後の当社の状況

会社分割による当社の商号、事業内容、代表者の役職・氏名、本店所在地、資本金、決算期の変更はありません。

５．今後の見通し

本会社分割は、当社及び当社の完全子会社を当事会社とする会社分割であるため、当社の連結業績に与える影

響は軽微であります。

６．実施する会計処理の概要

「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号2019年１月16日）及び「企業結合会計基準及び事業分離

等会計基準に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第10号2019年１月16日）に基づき、共通支配下の取引等

として会計処理を行う予定であります。


